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１．はじめに

Ａ 本研究の目的と問題意識

近年の図書館情報専門職の国境を越えた移動や，図
書館情報学（以下，Library and Information Science :

LIS）教育の国際的な取り組み，図書館サービスの国
際化など，グローバル化の波は LIS領域にもいやおう
なしに押し寄せている。たとえばヨーロッパでは，高
等教育改革に端を発する，欧州域内の高等教育機関に
おける LIS教育の単位互換や，LIS専門職資格の相互
認証制度の確立に向けた取り組みが進んでいる。アジ

ア太平洋地域においても，高等教育の高まりや図書館
の急増により，LIS教育は再編・拡大が続いている。
ヨーロッパの高等教育改革に影響され，域内での LIS

教育の単位互換や専門職資格の相互認証制度の確立に
向けた提案がなされるなど，LIS教育の国際協力に向
けた動きも活発化している。今後はより一層，LIS教
育に対するグローバルな視点や制度設計が求められ，
同時に研究の必要性も高まっていくことが推察され
る。
このような研究を行う上で有意義なのが，国際比較

研究である。喜多村は「国際化」が叫ばれ，「グロー
バリゼーション」の進行する現代は，教育制度もまた
世界とのつながりを深め，共通の問題や悩みに直面し
つつあるので，「歴史」と「比較」はますます重要な
研究の視座と方法を示唆するものとなる１）と，比較研
究の重要性を指摘している。
ある国の図書館サービス・LIS教育の変遷や２カ国

以上の図書館活動を比較する研究などは，図書館情報
学領域では「比較図書館学」（Comparative Librarian-

ship），あるいは「国際比較図書館学」（International

and Comparative Librarianship）として，アメリカを中
心に発展してきた。日本では海外を対象とした研究
は，アメリカなどの欧米諸国が大半を占めている。一
方でアジア太平洋地域に関しては，中国や韓国出身の
留学生による出身国を対象とした研究も散見される
が，東アジア以外の国や地域の図書館活動や LIS教育
に関する研究は限られている。さらに２つ以上の国や
地域，異なる文化圏をまたいでのクロスナショナルな
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国際比較研究は非常に少ない。
先に述べた LIS教育のグローバル化の波に，日本の

図書館界はいささか乗り遅れているのが現状である。
今後，アジア太平洋地域では LIS教育の制度化が進
み，各国間での協力が増すことが推測されるが，域内
における LIS教育をめぐるこれらのダイナミズムを理
解することは，アジア太平洋地域の一員である日本に
とって急務である。そこで本稿では，東南アジア地域
を対象とした，国際比較による LIS教育研究の研究動
向について考察する。

Ｂ 東南アジアの LIS 研究の状況

今日に至るまで，東南アジアの LISに関する本や論
文は，大学などの教育研究機関に属する研究者ではな
く，図書館現場で働く実務家によるものが多い。東南
アジア地域の LIS教育機関は，研究者よりも実務家を
養成することに重きを置く傾向が強いため，LISを専
門とする研究者が東南アジア域内全体で非常に少ない
ことがその背景にある。
研究者が少ないことから，東南アジア域内で発刊さ

れている英語で書かれた LIS専門ジャーナルも限られ
ている。たとえばフィリピン大学図書館情報学部発行
の Journal of Philippine Librarianship，マレーシアのマ
ラヤ大学コンピュータ科学情報技術学部発行の Ma-

laysian Journal of Library & Information Science，シンガ
ポール図書館協会発行の Singapore Journal of Library

& Information Management など，ごくわずかである。
近年では欧米系のジャーナルへの投稿や，国際会議

で発表する東南アジア出身の研究者は増えているの
で，域内での LIS研究が停滞しているわけではない。
ただ国際的に活躍することのできる研究者は限られて
おり，研究成果を学術的に発表する機会も東南アジア
の中では限られていること，そして英語での研究論文
や発表は少ないことから，東南アジアで出された LIS

研究の成果を国際的に共有することは難しい。
学術研究が十分ではない中，東南アジア地域におけ

る LIS教育の状況を知る上での重要な資料が，
UNESCOなどの国際機関の調査報告書や，IFLAなど
の国際会議に提出されたペーパーである。本稿では，
これら国際会議の議事録や，東南アジアの LIS教育に
関する博士論文等も含めながら，東南アジアの LIS教
育研究の動向について整理したい。

２．比較図書館学とはなにか

現在，比較図書館学のプログラムは，アメリカで１１
プログラムが開講されている他，カナダ，ドミニカ，
台湾，サウジアラビア，ポーランド，ガーナでも，「国
際比較図書館学」などの科目名で，海外の図書館や，
国際的な図書館協力などについて学ぶ授業が行われて
いる２）。しかし日本の図書館司書課程では，国際比較
図書館学に類似する科目は文部科学省が定めるカリ
キュラムに入っておらず，比較図書館学の研究も少な
い。そこで最初に，比較図書館学の歴史や定義，方法
論などついて整理する。

Ａ 国際比較図書館学の誕生と発展

１８６９年の Edwardsによる Free Town Libraries３）が，国
際比較図書館学研究の初期の著作と言われている４）。
イギリスとアメリカの公共図書館の比較を中心に，
ヨーロッパの公共図書館にも言及しており，２０１０年に
なって復刊されるなど，後世の図書館研究に強い影響
を与えた。その後１９３９年には，ノルウェーの図書館長
Muntheにより，アメリカとヨーロッパの図書館学を
比較した American Librarianship from a European An-

gle５）が出版された。
国際比較図書館学は当初，欧米諸国の図書館比較を

中心に行われていたが，第二次世界大戦以降，アジア
などの非欧米諸国の比較も含め，研究は本格的に進展
していく。その背景には，アメリカによる同盟国や独
立まもない新興国への教育援助や文化外交が盛んにな
り，それらの一環として図書館援助も積極的に行われ
るようになったことがあげられる。東西冷戦が深刻化
した１９５０年代から１９６０年代にかけて，日本や韓国など
をはじめアジアやアフリカ諸国の新興独立国に対し，
アメリカをはじめ欧米の国家機関や民間財団より多く
の本が寄贈され，現地に図書館が建てられた。図書館
にはアメリカ文化やアメリカ型民主主義を海外に紹介
するという，重要な役割が課せられていたのである。
またアメリカ図書館協会（ALA）は，多くのライブ
ラリアンや図書館コンサルタントを派遣し，現地での
図書館運営の指導や，図書館専門職の養成にあたっ
た６）。
アメリカ人コンサルタントやライブラリアンたちは

帰国後，現地での経験をもとにした著作を著し，それ
らが戦後の国際比較図書館学の発展をもたらした。コ
ンサルタントによって書かれた最初の本は，Asheim

による Librarianship in the Developing Countries７）であ
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る。Asheimは１９６２年から１９６６年まで ALAの国際関係
事務局（International Relations Office）のディレクター
を務めるかたわら，新興・途上国の図書館を数多く視
察した。訪問先の途上国とアメリカとの図書館事情の
差異に大きなショックを受けたことが，本著を記す
きっかけになったという。比較図書館学はこのよう
に，先進国と途上国の図書館事情の大きなギャップを
背景として発展した。なお「比較図書館学」の用語が
最初に用いられたのは，１９５４年に Australian Library

Journal に掲載された Daneの論文８）と言われている９）。
その後比較の方法論の検討の進展や，アメリカへの

留学生が母国の図書館研究や国際比較の学位論文を書
くようにもなり，国際比較図書館学研究は盛んになっ
ていった。たとえば Library Science Abstracts に掲載さ
れた国際比較図書館研究の論文は，１９６１年から６５年ま
での４年間で４６編であったが，１９７２年度一年間で６８編
の論文が発表されている１０）。
１９７０年代に入ると，アメリカによる図書館援助はア
ジアだけでなく，アフリカや中東などさらに広範囲に
及んだことで，多くの国際比較研究が発表された。ま
た Beredayなどの比較教育社会学の影響を受けた
Danton１１），Coblans１２），Foskett１３），Harvey１４），Simsova１５）

らが方法論の再検討を行い，国際比較図書学は発展期
を迎える。比較教育学がたどったように，比較図書館
学も「旅行見聞記」から「社会科学的説明」へと変化
していったのである１６）。
１９７０年代半ば以降，アジアなどの経済発展や，東西
冷戦の終焉により，アメリカの図書館援助は縮小され
ていった。この頃になると，国際比較図書館学の初期
に見られたような，欧米のコンサルタントによる新
興・途上国の報告はなくなり，アメリカの図書館学校
で学ぶアジア出身の留学生による比較研究が散見され
るようになってきた。今日では教育の国際化の進展も
あり，アジアやアフリカなど非欧米諸国の研究者によ
る国際比較を行った研究や調査報告は，専門学術雑誌
や国際会議の場で多く見られるようになっている。

Ｂ 国際比較図書館学の定義

図書館情報学研究における比較研究は，「比較図書
館学」や「国際比較図書館学」と呼ばれている他，類
似の用語に「国際図書館学」（International Librarian-

ship）もある。あいまいなまま使用されていることも
多いので，ここで改めて整理しておきたい。

１．比較図書館学

第二次世界大戦後に比較研究が本格化した当初は，
「比較図書館学」の用語のみが用いられていた。Shores

は，「異なる国の図書館の理論と実践の比較研究」１７）

と定義づけた。コロンビア大学で最初に比較図書館学
を教えた Collingsは，Encyclopedia of Library and Infor-

mation Science において，「図書館発展における原因結
果の究明と図書館問題の理解に対する重要なアプロー
チ」であり，「異なる環境下にある国々で発生する図
書館の発達，実務，あるいは諸問題を，関連する歴史
的，地理的，政治的，経済的，社会的，文化的，そし
てその他の背景をなす決定諸要因のコンテクストの中
で体系的に分析すること」としている１８）。
このように比較図書館学とは，「図書館の発展の原

因と結果を探求し，図書館の問題点を理解するための
アプローチ」１９）である。基本的には，２つ以上の異な
る空間（国）の図書館等を比較して同質性と異質性を
明らかにし，その差異をもたらした歴史的，地理的，
政治的，経済的，社会的，文化的な要因を検討するこ
とである。
これらの定義では，異なる空間（大半は国）を比較

することを前提としている。それでは１８５０年，１９００年，
１９５０年におけるドイツの LIS教育など，同じ国の異な
る時間軸を比較する「時間比較」は比較研究の対象に
含まれないのだろうか。比較教育学研究者のヒルカー
は「比較研究というのは，二つまたはそれ以上の対象
が提示されるか，相似した種類のものが並置される
か，対置された場合にはじめて成立するもの」であり，
「対象の複数性は空間的あるいは時間的相違によって
与えられる」との立場に立っている２０）。つまり空間的，
時間的比較は両方とも可能であり，時間による比較を
比較教育学の対象に含めている。一方で図書館情報学
研究者の Dantonは，一地域における時間的比較も比
較研究の一部として考えることはできるが，図書館史
学の領域にあたるので，一つの社会の垂直的年代史的
研究は歴史学者の領域にすべきであるとし，時間比較
は比較図書館学に含めるべきではないとの見解を出し
ている２１）。
このように研究者によって違いがあるが，本稿では

ヒルカーが唱えるように，空間及び時間による両方の
比較が可能であり，一国を対象にした時間軸による比
較研究も比較図書館学に含まれるとの立場をとること
とする。
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２．国際図書館学

空間だけでなく時間による比較も比較研究に含める
ことで，比較研究の対象はかなり広範囲になった。ま
た欧米諸国から途上国への図書館援助や，UNSCOな
ど国際機関による国際的な図書館活動も世界的に増え
たことで，国際協力活動に関する研究も行われるよう
になってきた。そこで Parkerは「世界各地の図書館，
ドキュメンテーション，図書館学，図書館専門職を促
進し，開発し，維持し，評価するために，政府や非政
府組織，多国籍のグループや個人で行われる活動」と
して「国際図書館学」を提唱した２２）。Simsovaは比較
図書館学と国際図書館学の違いについて，「学問とし
て体系的研究方法を用いて行われた場合には比較図書
館学と呼び，そうでない場合には国際図書館学と呼ぶ
べきである」と考えており，たとえば海外の図書館調
査の場合，調査目的が国際理解を促進にあれば国際図
書館学の活動になり，数カ国における或る問題の解決
法を比較する目的での調査であれば，比較図書館学と
呼ぶべきとしている２３）。

３．国際比較図書館学

また比較図書館学において，異なる国や地域での比
較をより強調するために，「国際比較図書館学」の呼
称が提唱された。Kawatraは，比較図書館学と国際比
較図書館学は２つの異なった領域であり，比較図書館
学は，主に「図書館発展の原因と結果の研究」である
のに対し，国際図書館学は，「国際理解と協力」のた
めのアプローチ」であると区分することを提唱し
た２４）。しかし両者の間には違いがほとんどないとの意
見もあるなど２５），「比較図書館学」と「国際比較図書
館学」の境界はあいまいである。
本稿では，Yanの「比較図書館学は，国際比較図書

館学を含めた定義」２６）との立場を採用し，異なる２つ
以上の空間（国家や地域など）の比較を行う研究は
「国際比較図書館学」とし，地域研究や国別研究も含
め，図書館情報学における包括的な比較研究を指すと
きは，「比較図書館学」を用いることとする。

Ｃ 比較の方法論

比較図書館学は，「図書館の発展の原因と結果を探
求や，図書館の問題点を理解するためのアプロー
チ」２７）であり，背景にある歴史的，地理的，政治的，
経済的，社会的，文化的な要因を検討することが欠か
せない。Collings２８）や Simsova２９）は１９６０年代に発展した
比較教育学の方法論に影響を受けて，比較研究により

科学的な手法を取り入れる方法論を提唱している。
Dantonは，Beredayの方法論３０）を援用した，比較図

書館学の方法論を提唱し，次の四段階の方法的諸段階
を踏むとしている。
（１）関連データの組織的収集と正確確な記述
（２）解釈（interpretation）：社会で一般に認められ
た手法によるデータの分析

（３）並置（juxtaposition）：比較の枠組を設定する
ために関連データを対比吟味

（４）比較（comparison）：原因，説明，結果の究明
また Krytzも四段階の方法論を提唱するなど３１），

Beredayの方法論は，比較図書館学の方法論の形成に
大きな影響を与えた。
なお Beredayは「仮説の定立と検証」という手順を

重視しており，同時期に比較教育の方法論を表した
Noah & Ecksteinも，最初に仮説を設定し，各種指標
を用いて仮説を分析・検証することを主張した３２）。
Dantonや Krytzも，説明・原理の探究という点で仮説
を重視し，最終段階で仮説が解明され，説明がなされ
なければならないとしており，比較図書館学は，比較
教育学と同じ方法論に集約していった。

Ｄ 比較研究の類型

Colingsは比較図書館学研究を，次の三類型に区分
している３３）。
① 地域研究（area study）

背景となる決定諸要因の文脈の中で，一国ある
いは一地域（region）における図書館発達に関す
る記述的調査および批判的分析を行なうもの。

② 国民間もしくは文化圏間研究（cross-national or

cross-cultural study）
複数国における図書館の館種の研究（大学図書

館研究など，または二国あるいはそれ以上（ある
いは同国内の異なった状況下）における技術上の
問題の研究。

③ 事例研究（case study）
図書館学教育など，ある特定国における一館種

あるいは図書館発達の主要因について深い分析を
提供するもの。

なお Dantonは，Collingsらが一国を対象とした地
域研究を比較研究の中に含めていることに対し，特定
一国あるいは一文化圏における図書館発達に関する記
述的調査および批判的分析などの研究は，「比較研究」
に含むべきでないことを主張している３４）。本稿では，
前述のとおり，時間比較にもとづく一国を対象とした
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地域研究は「比較図書館学」に入るが，複数の国を対
象としていないことから，「国際比較図書館学」には
入らないとの立場に立つ。

Ｅ 日本における比較図書館学研究

竹内によれば，日本の図書館学研究・教育において
「比較」という方法は戦前より採用されており，最初
の研究は１９３９年の加藤宗厚『比較分類法概説』３５）であ
る３６）。
しかし方法論の検討まで含めた本格的な研究の始ま

りは，第二次世界大戦後になってからである。１９５８年
に岩猿が「図書館学における比較法について」３７）にお
いて，海外の比較法について紹介したのがその始まり
である。杉本は１９６０年代から１９７０年代に欧米で発展し
た比較図書館学に関して方法論まで含めた詳細な紹介
を行っている３８）。また竹内も，Krzysの比較図書館学
の研究法を紹介している３９）。このように日本では海外
での比較研究を紹介する論考が中心であり，独自のア
プローチの提唱は行われていない。また比較図書館学
の研究方法や定義などを論じる研究も，竹内を最後に
行われていない。
一方で，比較図書館学にあたる研究は継続的に行わ

れている。研究動向としては，一国の図書館史の時間
比較や，複数の図書館の比較が大半である。「国際比
較図書館学」による調査や研究は，最近では東京とホ
ノルルの学校図書館の比較を行った Nakamura４０）や，ア
ジア地域の LIS教育の現状を比較したMiwa４１）がある
が，非常に少ない。

３．比較による東南アジア地域の LIS 教育研究の動向

先に述べたように，比較図書館学は，アメリカから
派遣された図書館コンサルタントの途上国での勤務経
験をもとにした著書から始まり，その後欧米の図書館
学校へ留学した，アジアやアフリカ出身学生による学
位論文において，比較研究は行われるようになった。
このように主たる書き手が変化していくことで，比較
のテーマも変化している。
そこで本章では，戦後から現在までの東南アジア地

域の LIS教育研究に関する国際比較による先行研究を
検討し，研究の主体者が時代と共に変化したことで，
比較図書館学研究の動向にどのような変化が起きたの
かについて考察する。

Ａ 欧米コンサルタント４２）による途上国の図書館紹介

東南アジアの LIS研究は，戦後の図書館復興や図書
館開発のために欧米から送られた図書館コンサルタン
トによって始まった。１９５９年の Library Trends の特集
「新興国の最新動向」では，アジア太平洋，アフリカ，
中東，ラテンアメリカの各地域の図書館の動向が網羅
されている。東南アジアの LIS教育については，イギ
リスによる影響を検討した論文４３）と，アメリカによる
影響を検討した論文４４）がそれぞれ対比する形で掲載さ
れており，両国による東南アジアの LIS教育への影響
の違いが検討できる。
図書館コンサルタント出身者による単著には前述の

Asheimの他，１９６９年の Kaserらによる Library Devel-

opment in Eight Asian Countries４５）がある。この図書は独
立後まもない東南アジアの８カ国の図書館を知る上で
貴重な資料となっている。また１９７５年には，Wijasuriya

らによる The Barefoot Librarian４６）が出版された。イギ
リス植民地時代から独立後のマレーシアやシンガポー
ルを中心にした，東南アジア数カ国の図書館事情につ
いて書かれている。他にも Bonn４７）はアジアを含めた
途上国の LIS教育について，Chandler４８）は UNESCOの
支援による途上国の図書館サービス開発についてまと
めた。いずれも数カ国の途上国を対象としているが，
図書館の現状報告書であり，比較による学術論文では
ない。
１９８０年代に入ると，アジアなどへのアメリカの図書
館援助をテーマとした学術研究も行われるようになっ
てきた。１９８１年の Haroldによる “American library edu-

cation and library development in Southeast Asia” ４９）は，
アメリカとアジアの図書館事情の比較を含む，東南ア
ジアの図書館開発について書かれた最初の論文となっ
た。また Kraskeはアメリカによる図書の寄贈や，ALA

による図書館援助について歴史的に研究しており，被
援助国の違いについても比較している５０）。

Ｂ 留学生による研究

図書館援助の一環として，アジア諸国などからアメ
リカの図書館学校へ公費派遣の留学生が送られるよう
になると，比較図書館学研究はアメリカ人コンサルタ
ントから留学生へと書き手が移った。また１９７０年代の
比較図書館学の進展とともに，LIS教育の比較研究は
欧米の大学院の学位論文でもみられるようになってき
ていた５１）。
アメリカの大学院では東南アジア出身の学生による

比較研究が行われ，博士論文としてまとめられてい
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る。たとえば１９７８年には，フィリピン出身の Furbeyre

が，比較による東南アジアの LIS教育に関する初めて
の博士論文を提出，南カリフォルニア大学より学位を
取得している５２）。タイ出身の Sangpichitaraも翌年，タ
イの LIS教育の変遷についての論文を書き，ミシガン
大学から博士号を与えられている５３）。またマレーシア
出身の Diljitは，フロリダ州立大学の博士論文におい
て，質問紙調査による６４カ国の学校図書館の国際比較
研究を行っている５４）。

Ｃ 現地の図書館員による研究

東南アジアの図書館員による研究や調査は，１９６５年
の東南アジア図書館員会議（Congress of Southeast

Asian Librarians : CONSAL）の結成や，国際機関主催
の国際会議が増え，研究や実践の発表の場が設けられ
たこともあり，１９６０年代半ば頃より急速に増えていっ
た。特に１９７２年にフィリピンで開催された第２回
CONSALでは，東南アジア地域の LIS教育が大会テー
マとなっており，各国の LIS教育に関する発表が行わ
れ，議事録にまとめられた５５）。１０年後にはフィリピン
で UNESCOと IFLA合同の国際会議が行われ，Bow-

den５６）がアジア地域の LIS教育について包括的な発表
をしている。しかしいずれも各国の LIS教育の現状報
告であり，比較研究ではない。
また UNESCOは ASEANと共同で，東南アジアの

図書館や LIS教育に関する報告書 Introduction to

ASEAN Librarianshipシリーズを計３巻刊行している。
第２巻では LIS教育をテーマにしており，LIS教育の
歴史と１９８０年代中頃の現状が，各国の図書館員によっ
て書かれている５７）。また２００６年に始まったアジア太平
洋図書館・情報教育国際会議（Asia-Pacific Confernce

on Library & Information Education and Practice : A-

LIEP）の議事録５８）も，東南アジアの図書館や LIS教育
の動向を知る上で貴重な資料である。
図書館員による東南アジアの LIS教育に関する初め

ての専門書は，１９８５年に出版された Issues in Southeast

Asian Librarianship５９）である。シンガポール国立図書館
長を務めた Anuar６０）が編集し，東南アジアの図書館や
LIS教育に関する論文集であり，比較研究ではないが，
各国の図書館の歴史や出版事情を知ることができる。

Ｄ 現地の研究者による研究

１９８０年代に入ると，欧米の図書館学校へ留学してい
たアジア出身者による研究が始まり，Khurshi６１），Atan

& Havard-Williams６２），Chaudhry６３）らが東南アジアの

LIS教育の研究を行っている。しかしこれらの研究も
現状報告をまとめたものであり，比較研究ではない。
１９９０年代に入り，シンガポールやマレーシアに LIS

プログラムの博士課程が設けられ，東南アジアの近隣
諸国でも研究が活発化するなど，LIS教育の国際比較
研究も広がりを見せる。たとえばオーストラリアの
Rochester６４）は，アジア太平洋地域におけるライブラリ
アンの研修について，パキスタン出身のMajid６５）は，東
南アジア地域での LIS継続教育について，ニュージー
ランドの Domer６６）は，情報リテラシー教育の国際比較
研究を行っている。
近年，ヨーロッパではグローバル化の影響による高

等教育の国際化や，専門職の国境を越えた移動が加速
する中で，欧州域内での LIS教育の質の保証や相互認
証制度の確立，域内共通の教育プログラム構築に向け
た各国間での連携についての研究が始まっている。こ
の動きを受けて東南アジアを含めたアジア太平洋地域
でも，LIS教育の国際化，国家間協力といったテーマ
での研究が近年増えてきており，地域間や多国間比較
研究，国際共同研究などが増加している。たとえば南
アジア出身で現在は北米で教鞭をとる Abdullahiは欧
州と北米の LIS教育の比較研究等を行い，LIS教育の
国際化の問題について論じている６７）。他にも台湾の
Lin６８）や，Lin & Wang６９），シンガポール南洋工科大学
の Chaudhryら７０）によるアジア地域の LIS教育の地域
協力について研究が行われている。
また LIS教育の共通のアクレディテーション制度の

検討など，LIS教育の国際比較研究を基盤に，国境を
越えた共通の制度設計に向けた研究が行われているこ
とも，東南アジア地域の国際比較研究の大きな特徴と
なっている７１）。

４．まとめ

当初，比較図書館学研究は，欧米人コンサルタント
による本国と派遣先との比較や，留学生が留学先の国
と出身国との図書館事情を比較するなど，空間比較に
よる２カ国以上の研究も相当数見られた。本稿で
は，２カ国以上を対象とする国際比較研究を中心に取
り上げたが，実際のところ，LIS教育に関する比較研
究では，一国のみを対象とする地域研究のほうが圧倒
的に多い。アジアの大学では，研究環境が十分に整備
されておらず，特に人文科学系は資金や充実した資料
などが不足している。多額の研究資金を必要とする国
家間比較などは難しいため，一国内を対象とする「比
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較」研究が発達したと推察できる。またこれまでみて
きたように，国家同士の比較を行うこともなく，各国
の現状を並列に書き連ねていくことが国際比較研究の
大半を占めている。比較により差異を明らかにし，差
異をもたらした要因を検討することで，図書館活動の
国際理解をうながすという，国際比較研究を行う意義
や重要性は，正確に継承されていない。
冒頭にも述べたように，近年 LIS教育分野での国際

協力，国際理解はますます重要になってきている。研
究環境が充実している日本が拠点となり，アジア太平
洋地域での国際比較研究を発展させ，国際的な LIS教
育・研究の発展に貢献してくことが，今こそ求められ
ているのではないだろうか。筆者も日本人研究者の一
人として，アジアの国際比較研究に貢献し，比較研究
をさらに進化させていくことを，今後の研究・実践課
題としていきたい。

（指導教員 根本 彰教授）
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